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概 要 １ 開会 

（事務局) 令和６年度第２回川口市交通安全対策協議会を開会する。 

 

２ 会長挨拶 

（会 長） 交通事故死亡者数は、昨年１年間で、全国では速報値で２，６

６３人と前年より１５人減、県内では速報値で１１３人と前年より９人減で、

年々減少傾向であった。 

一方、川口市においては、ここ数年は１０人未満で推移していたが、昨年

は１４人と前年より６人増加し、県から交通事故防止特別対策地域に指定さ

れたこともあり、このことは大変憂慮すべき事態であると認識している。 

 本年は、交通死亡事故が発生しないよう市民一丸となり、川口、武南両警

察署、関係者各位との一層の連携・協力を保ちながら、交通安全運動の取り

組みを推進していきたいと考えている。 

 本協議会が有意義になるよう、委員各位の協力を得ながら、運営していき

たい。 

 

３ 議事 

（事務局） 条例第７条第１項により、会長を議長とし議事を進行する。 

 

（議 長） 議題１「市内の交通事故状況について」、川口警察署狩野交通課

長から説明をお願いする。 

 

（幹 事） はじめに、埼玉県全体の交通事故状況を説明する。埼玉県内の



交通事故死者数は、１１３人で前年より９人減であった。全国の交通事故死

亡者数は２，６６３人で、埼玉県はワースト５位になっている。交通死亡事

故の特徴としては、６５歳以上の高齢者が５２人で全体の約４６％を占めて

いる。そのうち６割が交通弱者の歩行者、自転車やオートバイ運転中の事故

となっている。また、時間帯としては、午後４時から午後８時までの薄暮に

交通事故が一番多く発生している。 

 次に、資料１ページ、川口市の交通事故発生状況について説明する。川口

市内の人身交通事故件数は１,１５５件で前年比３８件の減であり、負傷者数

は１,２７７人で前年より減少したが、死亡者数は１４人で前年比６人の増で

あった。また、怪我のない事故である物損事故、物件事故は、１０,４４２件

で前年比２２４件の増となっている。人身交通事故件数は、１０年前の平成

２６年と比べると１,０３７件減で半減しているが、物損事故と合わせた交通

事故の総量で比べると１,０９３件の増となっている。自動車の性能の向上

や、道路環境の改善等により人身交通事故件数が減少しているが、交通事故

の総量が増加していることから、交通事故抑止に向けた更なる活動を実施し

ていく必要があると感じている。 

 続いて、人身事故の特徴について説明する。１ページ下段、事故原因別の

表及びグラフをご覧いただきたい。脇見等の前方不注視、安全不確認、動静

不注視の合計が６９４件で全体の６０％を占めている。次に多いのが一時不

停止の７５件となっている。２ページ上段、年齢層別の負傷者数としては、

５０代が２６５人、次いで４０代が２２０人で、働き盛りの人々の事故が非

常に多くなっている。また、６５歳以上の高齢者は、１７９人となっている。

川口市は人口が多いということもあり、高齢者の死傷者数は、埼玉県内６３

市町村の中で、さいたま市に次ぐ２番目の多さになっている。特に、死者数

８人は、さいたま市と並んで埼玉県内最多となっている。次に、２ページ下

段の状態別は、事故時の負傷者の状態を示しており、歩行者が２１６人、自

転車が３８７人、オートバイが１７８人で、いわゆる交通弱者が全体の約６

０％を占めている。 

 警察署では、危険な運転者に対する交通指導や取り締まりを強化するとと

もに、キャンペーン等において、反射材の活用や早めのライト点灯、また、

自転車のヘルメット着用や横断歩道での歩行者優先など、交通ルール等の周

知を徹底している。昨年１１月には、自転車運転中の携帯電話の使用や酒気

帯び運転について罰則が強化された。こうした変化に的確に対応し、悲惨な



事故を１件でも減らせるよう、最大限の努力を惜しまず実施していくので、

引き続き皆様のご支援、ご協力を賜りたい。 

 

（議 長） ただいまの説明内容について、何か質問等はあるか。 

ないようなので、次に、議題２「交通事故防止特別対策の実施結果につい

て」、事務局から説明をお願いする。 

 

（事務局） 議題２「交通事故防止特別対策の実施結果について」説明する。 

資料６ページをご覧いただきたい。本市では、令和６年１０月７日に埼玉

県から交通事故防止特別対策地域に指定されたことに伴い、１０月８日から

１月７日までの３か月間にわたり、当該「川口市交通事故防止特別対策推進

計画」に基づき、特別対策事業を実施した。「３ 目標値」として定めた、指

定期間中の交通死亡事故件数「１件以下」という目標に関しては、大変遺憾

であるが、結果として５件の交通死亡事故が発生し、令和６年の交通事故死

者数は合計で１４人と、前年より６人の増となった。特別対策地域の指定期

間は終了したが、引き続き交通事故防止のため、各種施策を実施して参りた

い。 

続いて、資料は戻り３ページ、期間中に実施した事業について説明する。

なお、表に記載の「１ 交差点及びその付近での交通事故防止」から「４ 地

域実態に即した交通ルールの周知徹底」の各項目は、推進計画の重点項目に

対応している。 

まず、重点項目「１ 交差点及びその付近での交通事故防止」の実施項目

「（１）事故多発交差点における各種対策等の推進」については、交通安全対

策課及び道路街路課、道路維持課などの道路関係各課において、交通・道路

両管理者とともに実施した死亡事故現場診断や、市民からの要望などにより、

注意喚起の立て看板やのぼり旗、照明灯、道路反射鏡の設置及び白線等塗布

などを実施した。また、教育委員会指導課においては、各小学校に依頼し、

登下校時における見守り活動及び児童への安全指導の実施、並びに各小学校

での通学路安全点検による危険箇所の把握を行った。 

次に、実施項目「（２）交通安全教育等の推進」については、交通安全対策

課において、幼児、小学生、中学生、障害者を対象とし、交通安全教育を実

施した。幼児は、２８施設の２，００７人を対象に「正しい歩行の仕方」を、

小学生は、６施設の１，０８５人を対象に「安全な自転車の乗り方」を、中



学生は、５施設の２，１４９人を対象に「安全な自転車の乗り方」、うち１施

設ではスケアードストレート教室を、障害者は、１施設の２２４人を対象に

「正しい歩行の仕方」を学ぶための交通安全教室を、それぞれ実施した。ま

た、教育委員会指導課において、改正道路交通法や交通事故発生状況などに

関する資料を各学校へ配付し、学校集会等にて交通安全指導を実施してもら

うとともに、学校だよりに交通安全に関する記事を掲載し、保護者に対して

注意喚起を行った。 

次に、重点項目「２ 二輪車の交通事故防止」、「３ 飲酒事故防止」、「４ 

地域実態に即した交通ルールの周知徹底」については、各種啓発活動を実施

した。 

活動の内容としては、交通安全対策課において、市役所第一本庁舎、鳩ヶ

谷庁舎にて、交通事故多発注意喚起、道路交通法改正、飲酒運転撲滅及び冬

の交通事故防止運動に係る庁内放送により、職員及び来庁した一般市民に対

する呼びかけの実施、また、市ホームページ、X、Facebook、市役所第一本庁

舎情報配信モニターやキャスティビジョンによる広報、市営自転車駐車場へ

のポスター掲示、川口商工会議所会報への記事掲載などの各種媒体による啓

発活動を実施したほか、交通安全壁新聞による交通ルールの周知啓発を行っ

た。さらに、保健部に協力を仰ぎ、食品衛生課による飲食店への飲酒運転撲

滅の啓発チラシの配布を実施した。 

 本市関係部局において実施した事業については、以上である。 

 

（議 長） 続いて、川口警察署から説明をお願いする。 

 

（幹 事） 資料４ページの、「１ 交差点およびその付近での交通事故防止」

の「（１）事故多発交差点の各種対策」については、死亡事故等発生現場の診

断等を実施し、横断歩道や停止線、中央線の補修や、一時停止、進入禁止、

一方通行などの各種標識を確認したうえで、色褪せて視認しにくくなったも

のや折れそうなものの付け替えを行い、さらに新規に設置も行っている。

「（２）交通安全教育等」については、企業や会社の従業員を対象として交通

安全教育を３５回実施した。また、交通安全啓発活動として、各交通安全関

係団体とともに大型店舗や街頭でのキャンペーンを２３回実施したほか、川

口市交通安全母の会、市、警察本部の協力のもと、高齢者宅への戸別訪問を

実施した。 



続いて、「２ 二輪車の交通事故防止」として、取り締まりを実施し、四輪

車を含めて約３,２００件を検挙した。そのうち、交通事故多発交差点では約

１,４００件で、うち速度違反が５００件弱という結果であった。 

「３ 飲酒事故防止」については、武南警察署と合同で、１０月２５日に

飲酒検問を実施した。自転車の飲酒運転の取り締まりを開始したことにより

検挙件数は増加し、１８人に至った。なお、過積載車両や速度超過の取り締

まりについて、活動結果としてホームページ等において現場写真などを公表

しているので、多くの人に見てもらいたいと考えている。 

 最後に、「４ 地域実態に即した交通ルールの周知徹底」については、外国

人の学校に赴き、自転車の乗り方やヘルメット着用、電動バイクは日本では

違反であることなどについて、交通安全教育を実施した。指定期間は終了し

たが、これらの活動は今後も継続して実施していく。 

川口警察署による活動結果については、以上である。 

 

（議 長） 続いて、武南警察署から説明をお願いする。 

 

（幹 事） １の「（１）事故多発交差点における各種対策等の推進」につい

ては、里地内、東川口４丁目地内、赤山地内の死亡事故現場診断のほか、安

行東交差点改良現場診断や、桜町地内の信号機移設に係る現場診断を実施し

た。実施項目「（２）交通安全教育等の推進」については、保育園、小学校、

中学校、高校、企業、外国人、高齢者とあらゆる世代に対する交通安全教育

を期間中に１０回、約２,０００人に対し実施した。また、里地内の死亡事故

発生現場周辺の住宅街において、地域交通安全活動推進委員と協力し、高齢

者宅への戸別訪問を実施した。 

 「２ 二輪車の交通事故防止」については、各事業者の協力のもと、ガソ

リンスタンドにおけるプロテクター着用啓発チラシを活用した注意喚起活動

や、バイク館、イエローハット全９２店舗におけるＳＮＳを利用した啓発活

動を実施した。 

 「３ 飲酒事故防止」については、１１月の自転車の酒気帯び運転禁止啓

発強化期間に啓発活動を実施したほか、埼玉県警本部や川口警察署等と協力

し、飲酒検問や警察署独自での飲酒運転取り締まりを実施した。 

 最後に、「４ 地域実態に即した交通ルールの周知徹底」については、外国

人雇用企業に対して交通安全教育を実施した。 



その他、川口商工会議所鳩ヶ谷支部やイオンモール川口等においてサイネ

ージによる情報発信を行ったほか、管内６ヵ所での街頭キャンペーンなどの

広報啓発活動や、埼玉県トラック協会川口支部２００事業所に対する交通安

全啓発活動を実施するとともに、これらの交通安全啓発や交通指導取り締ま

りなどの情報を、ホームページやＳＮＳにて広く発信した。 

 武南警察署の活動内容については、以上である。 

 

（議 長） ただいまの説明内容について、何か意見や質問等はあるか。 

 

（委 員） （なし） 

 

（議 長） 川口市交通安全協会においては、特別対策期間中、川口警察署

と合同で、キャンペーンなどの啓発活動や冬の交通事故防止運動に合わせて、

交差点での立哨活動及び登下校時の見守り活動を実施した。また、学校から

の要望により、交差点の横断旗を入れる箱の付け替え、老朽化した啓発看板

の付け替えなどを実施した。武南交通安全協会はどうか。 

 

（委 員） 武南交通安全協会においても、武南警察署と合同で、キャンペ

ーンなどの啓発活動や、冬の交通安全運動に合わせて、交差点での立哨活動

及び登下校時の見守り活動等を実施したほか、のぼり旗の設置や横断旗の作

成、配布を行った。また、路面標示等の補修や注意喚起用看板の設置につい

て、市に依頼した。 

 

（議 長） 他に特別対策事業を実施した団体はあるか。 

 

（委 員） 川口市交通安全母の会では、通常、会員のいる小学校の通学路

の危険交差点にストップマークを貼付する活動をしているが、今回の特別対

策に鑑みて、ストップマークを全小学校に配布することにした。本来、スト

ップマークは、年会費１００円をお支払いただいた会員の人数に応じて、小

学校や幼稚園、保育所などに配付をしているものであるが、今回は、会員の

いない学校も含め、全小学校に対して希望枚数の調査を実施した。会員のい

る学校には既に配付していることから、希望した学校は７校であったが、約

１００枚のストップマークを危険交差点に貼付してもらう予定である。スト



ップマークが子供たちの目に止まり、一時停止や周囲の安全確認をすること

により、飛び出しによる交通事故を防止する一助となることを願っている。

その他に実施した事業としては、川口警察署に協力を仰ぎ、昨年１１月１５

日に当会役員と川口警察署員及び埼玉県警職員、市職員とともに、中央地区

を５ブロックに分け、２、３名１組で約１６０軒の高齢者宅を訪問し、本市

における交通死亡事故件数など交通安全啓発や、交通安全に関するチラシや

反射材などの啓発品を配布して注意喚起を行った。さらに、川口、武南両警

察署と合同で、街頭啓発活動にも参加した。 

 

（議 長） 他に特別対策事業を実施した団体はあるか。 

ないようなので、次に、議題３「川口市交通事故発生実態等に即した重点

目標について」、事務局から説明をお願いする。 

 

（事務局） 議題３「川口市交通事故発生実態等に即した重点目標について」

説明する。 

資料１１ページ上段に記載の３項目が、令和７年度における本市「重点目

標」の事務局(案)である。また、その下の表には、参考として、過去の重点

目標を掲載している。令和７年度は、「子供と高齢者の交通事故防止」「自転

車の交通ルールの徹底」「飲酒運転の根絶」の３点を、引き続き重点目標とし

たい。資料１２ページに記載があるとおり、「第１１次川口市交通安全計画」

においても、以上３点を交通安全対策の重点としている。当該計画は、本協

議会においても審議を仰ぎ、令和３年度から７年度までの５か年にわたり、

「３ 交通安全対策の重点」に挙げた３点を重点目標とし、本市が交通安全

対策の総合的かつ計画的な推進を図るために実施する各種施策を策定したも

のである。 

重点目標(案)とした理由として、初めに、１点目の「子供と高齢者の交通

事故防止」について、まず、子供については、交通ルールに関する知識が少

なく、周囲の状況判断も未熟なため、対応が必要であると考えること、また、

本市の６５歳以上の交通事故死者数が過去１０年間平均で５４．８％と高く

なっていることから、「子供」と「高齢者」を引き続き重点対象としたい。 

次に、２点目の「自転車の交通ルールの徹底」については、市民から「歩

道を猛スピードで走る自転車がいる」、「自転車が右側の車道を逆走している」

等の意見が数多く寄せられていることから、多くの市民が望んでいるものと



推察できる。また、自転車の運転者は交通事故の加害者となり得ること、さ

らに、対車両の交通事故では重傷事故となる可能性が高いことから、今後も

市民総ぐるみで自転車の安全利用を推進し、市民が安心して暮らすことので

きる地域社会の実現を目指すためにも、引き続き重点目標としたい。 

最後に、３点目の「飲酒運転の根絶」については、飲酒運転が重大事故に

繋がる大変危険な行為であり、根絶に向けて継続した取り組みが必要である

ことから、引き続き重点目標としたい。 

説明は以上である。 

 

（議 長） ただいまの説明内容について、何か意見や質問等はあるか。 

 

（委 員） 「飲酒運転の根絶」に関わり、１１月１日から自転車の酒気帯

び運転が厳罰化されたことについてチラシを製作したところ非常に好評で、

町会から増刷の要望があり、相当枚数を配布した。忘年会などに自転車で行

って飲酒した場合、帰りは自転車を押して帰ることの啓発や、実際に飲酒運

転で取り締まりにあった違反者に対し罰金が科されたなどについて、広報を

することにより非常に効果があると考えられる。 

 

（議 長） 他に何か意見や質問等はあるか。 

 

（委 員） 重点目標の「子供と高齢者の交通事故防止」に関連して、川口

市交通安全母の会において、２月４日に前川東小学校にて、地域の高齢者の

方々、ＰＴＡや学校の協力のもと、２・３年生、親世代、高齢者世代を対象

とした３世代交通安全教室を実施する予定である。 

 

（議 長） 他に何か意見や質問等はあるか。 

 

（委 員） 交差点の「止まれ」の文字が薄くなって読めないという意見を

もらうことがあるが、誰がチェックするのか。 

 

（幹 事） 路面標示の「止まれ」の文字については、市道であれば市の道

路関係課で対応する。なお、停止線と標識については、警察が管理している。

どちらの場合であっても、市か警察に連絡してもらえれば、情報を共有して



対応する。 

 

（議 長） 他に質問等がないようであるので、議題３について、令和７年

度の重点目標は、事務局の原案どおりとすることに決定してよいか。 

 

（委 員） 異議なし 

 

（議 長） 令和７年度の重点目標は、事務局の原案どおりとすることに決

定する。 

 以上で予定していた議事は終了したが、その他として、何か意見や質問等

はあるか。 

 

（事務局） 委員各位においては、この度の「川口市交通事故防止特別対策

本部」への参加及び、それに伴う特別対策事業の実施へのご協力に感謝する。 

令和６年は、二輪車の交通死亡事故が多く発生した。各交通関係団体の構

成員に対しても、右折時には直進の二輪車に十分注意するよう、改めて注意

喚起をお願いしたい。過日１月７日をもって特別対策地域の指定期間は終了

したが、今後においても、継続して交通事故防止への協力をお願いする。 

 

（議 長） 他に何か意見や質問等はあるか。 

 

（委 員） 交差点で交通ルールを守らない母親を多く見かける。交通安全

母の会でも周知してほしい。 

 

（委 員） ３世代対象の交通安全教室において、母親に対して周知を徹底

する。 

 

（議 長） 他に意見や質問等がなければ、以上で議事を終了する。 

 

（事務局） 令和７年度の川口市交通安全市民総ぐるみ大会は、９月２７日

（土）に開催予定である。会場は、現在建設中の川口市役所第二本庁舎を予

定している。詳細については、来年度改めて通知する。 

 



４ 閉会 

（事務局） 以上で令和６年度第２回川口市交通安全対策協議会を閉会する。 

 


